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はじめに
Jl

このマニュアルは､大災害が発生した場合に被災して自宅での生晴が困難となっ

た粟田小学校区 (ハイランド2丁目･ハイランド3丁目･栗田1丁目･栗田2丁目)

の住民 (-都区外者を含むO)が､一時共同生活を送る避難場所として､また､災

寄により都市機能が麻痔した地区住民の生活を支援するため､横須賀市が東田小学

校に応急避難所を開設した際､3自治 ･･町内会 (ハイランド2丁目自治会 ･ハイラLl

ンド3丁目自治会 ･栗田町内会)が協働してこれを運営するためのマ言ユアルであ

って､3自治 ･町内会と廉田小学校が協儀して作成したものであります｡

大災害時の応急避難所開設に備え､本マニュアルに基づいて3自治 ･町内会が中

心となって ｢東田小学校区応急避難所運営委員会｣を設置し､事前に準備を行うと

ともに応急避難所開設時には､避難肴の生活確保や安否の問い合わせ､災害情報､

生活物資の配給､市からの情報提供を行う等により避難者が安心して秩序ある避難

生活ができるよう円滑な運営に努めるものであります｡

運営委員は､避難者の中から選ばれたグループリーダーやボランティアの協力を

得て避難者-の各種支援に当たるものといたします｡

栗田小学校区応急避難所運営委員会
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棄田小学校区応急避難所運営委員会設置要綱

(名 称)
r

1.名称は ｢乗出小学校区応急避難所運営委員会｣(以下本会という｡)と称する.

(日 的)

2.本会は､大災害が発生した場合の応急避難所として､平時から応急避難所の運営･管理について協議し､

応急避難所開設時の組織活動が円滑に機能することを目的とする｡

(本 部)

3.本会の本部は､第1校舎内に穀粒する｡

(委 旦)

4.本会の委員は､ハイランド2丁目･3丁目自治会及び栗田町内会の役員と市職員･施設管理者並びに粟田

デイサービスの職員により構成する｡

(役 員)

5.本会には､次の役員を置く｡

会 長･･･-･･-･1名

副会長--･･････2名

班 長--･-･･6名

相談役----自治会･町内会長ほか若干名

(2)会長､副会長は､3自治･町内会長が輪番制により担当するとともに相談役は､施設管理者･市吸艮及

び委員会が指名した者が担当する｡
I

(役員の任期)

6.役員の任期は､1年とし､再任を妨げない｡

(役員の職務)

7.役員のⅠ駄粉は､次による｡

(ア)会長は､会務を総理する｡

(イ)副会長は､組織図による3班を総括し､会長を補佐する｡

(ウ)班長は､班を統括する｡

(エ)相談役は､施設の開放､市との連絡調整ならびに役員の相談にあたる0

(班とその役割)

8.本会には､総務班･情報広報班･食料物資班 ･環境衛生班･救護班･警備班を設け各班の分担は次による｡

(2)総務班 ･情報広報班は会長､食料物資班･救准班は第1･副会長､蝶蟻衛生班 ･警備班は第2副会長が所

属する自治･町内会が輪番制により担当する｡

(3)各班の役割は､別表1-6による｡

(事務局)

9.事務局は､会長宅に置く｡

(本会の活動)

10.本会は､応急避難所開設時の運営を行うとともに随時役員会を開催し､平常時･非常時における運営方策

について協議する｡

-3-



(ア)委員会は､年1回開催すること

(イ)応急避難所運営マニュアルの作成及び見直しに関すること

(ウ)情報交換･連絡体制に関すること

(エ)応急避対脚-rに必要な物ff･資器材等の整備及び維持管理に側すること

(オ)応急避難所運営訓練の企画･実施に関すること

(カ)その他､本会の目的達成に関すること

(付 則)

11.本要綱は､役員の過半数の同意により改訂することができる｡

平成16年 4月 1日制定

平嘩19年12月18日改訂

平成21年12月19日改訂
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(別紙-1)

総 務 班 の 役 割

① 避難所として使用可能と使用不可能な場所の確認

② 避難所 レイアウ トモデルの検討 ･作成

③ 避難所開設時の開錠 ･施錠要領等の確認

④ 施設管理者不在時の避難所の開錠要領

⑤ 施設管理者 (校長)との連絡､調整手段の確認

⑥ 栗田小学校､自治 ･町内会が保有する災害用備蓄物資の把握

⑦ 避難所周辺のボランティアEfl体の把握

非

① ｢応急避難所安全確認表 (様式-1)｣により点検 し､施設の安全確保

② 避難者数に応 じた避難所スペースの確保及び避難所 レイアウ トの設定

③ 避難所運営委員会役員を確認､また避難者へ紹介 して周知徹底を図る (委員は腕章着用)

④ 避難所避雷委員会各班との連絡調範や ミーティング招集

(昏 避難所状況の把握

⑥ 施設管理者 (校長)と連携 し､早期に避難者数や必要物資の把握と要請

⑦ 当面の災害用備蓄物資や救援物資の把垣と管理

⑧ 活動に必要な物資を検討 して ｢必要 (不足)物資把握表｣を作成するとともに各班から

の ｢必要 (不足)物資把握表｣を取りまとめて関係横閑に要請

⑨ 食料物資班との連携による食料物資の調達と確保

⑲ プライバシー対策の検討

⑫ 情報広報班と連携 し､ ｢安否確認の問い合わせ｣の対応

⑫ 避難者の理解を得ながら避難ルールの徹底による秩序維持 ･トラブル防止

⑬ 関係機関との活動調整 (ボランティアを含む)

⑭ 避難者からの要望等の収集

⑬ 市 (避難所班職員)と迎排 して､必要により要点派過を要諦

⑱ 施設の拡大､縮小及び閉鎖の検討

⑳ 火気取扱責任者を指名 し､その任務の遂行を指示

⑬ その他､他班の役割に属さない事項
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(別紙-2)

情 報 広 報 班 の 役 割

(》 避難者受付の設営 ･対応要領の作成

(診 ｢避難者カー ド (様式-2)｣ ･ ｢避難者名簿 (様式13)｣用紙の作成 ･堪傭

③ 情報入手方法の検討

@ 情報伝達方法の検討

⑤ 掲示板等を設概し､被害情報 ･避難所生活情報等の情報握供要領の作成

(掛 高齢者 ･障専者 ･外国人等への伝達方法の検討

⑦ 情報伝達手段の確保 (-ンドマイク ･施設設備 ･自転車 ･バイク等)

⑧ 特設電話端子設置位置の確認

非

常

時

(》 避難者受付所の設営

② 避難所環境の把握

③ 市 (避難所班職員)と連携 し､早期に避難者数や必要物資の把握と要請

④ 活動に必要な物資を検討して ｢必要 (不足)物資把握表｣を作成 し､写 1部を総務班に

綻出

⑤ ｢避難者カー ド (様式-2)｣による避発者名簿を市 (避難所堆職員)と協働でパソコン

入力

⑧ 避難者カー ドによる ｢避難者名簿｣ ｢傷病者 リス ト｣ (様式-5)m 成

⑦ 安否情報については､プライバシーに配慮 し､名簿公開を可とした避難者のみ公開

⑧ ｢広報板 (様式-4)｣を設置し､被害情報 ･避難所生活情報などの情報提供

(初動胤) 安否 ･被害 ･医療救護 ･生活物資 ･飲料水 ･食料等の情報

(復旧]OJ) ライフライン等の復旧状況 ･仮殻住宅情報 ･生活再鎚情報 ･教育再開等の

情報

⑨ 高齢者 ･障害者 ･外国人等への伝達 ･対応の確認

⑩ 避難者同志の情報交換手段としての ｢伝言板コーナー｣の設置

① 特設電話の使用方法､及び災専用伝言ダイヤル申込み方法の周知

⑫ 電話呼出しの対応
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(別耗-3)

食 料 物 丑 班 の 役 割

① 物資の受入 ･炊出し･配布等と必要人員の検討

② 食料､飲料水､物資等の調達方法の検討

⑨ 炊出し用資器材の調達方法の検討

④ 物資の受入れ要領の検討

⑤ 炊出し配布要領の検討

⑥ 物資 (燃料を含む)の俳管場所の検討

くさ ｢必要 (不足)物資把握表 (様式-6)｣による事前検討

非

常

時

(丑 施設内の備蓄物資等の品名 ･数量の確認

② 情報班と協力 して避難者数 (高齢者 ･障害者 ･乳幼児数の把握)を把握 し､食料 ･飲料

水 ･物資の配給用データの作成

③ 活動に必要な物資を検討 して ｢必要 (不足)物資把堪表｣を作成 し､写 1部を絶務班に

提出

④ 公平な分配と要援護者等へのニーズにあった配給の実施

⑤ 給務班と協力して ｢必要 (不足)物資把握表 (様式-6)｣及び避難者からの要望によ

る物資の調達と要請

⑥ 総務班と協力 して､炊出し場所及び食料や物資の配給場所の確保

⑦ 燃料の保管場所の確保

⑧ ゴミ集積所の確保

⑨ 救援物資の保管場所及び受渡 し人員の確保

⑬ 炊出し､配布等必要人員の確保
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(別紙-4)

環 境 術 生 班 の 役 割

平

常

時

(9 食中毒防止のため､食料物資班と協力 して災害発生季節 (夏 ･冬対策)へ配慮 した対応

の検討

② ゴミ処理方法 ･集積場所を食料物資班と協力 して適正配置を検討■
③ 環境衛生上､飲料水 ･トイレ･ゴミ集積所 ･洗濯場 ･物干場 ･喫煙場所等の位置の検討

④ プール用水の確認と用途方法の検討

⑤ 共用スペース (トイレ等)の利用についてのルールの作成

⑥ 避難所全体の清掃時間の検討

⑦ 総務班と連携 してペットについての対応の検討

⑧ 視覚障育者と盲導犬についての個別対応の検討

⑨ 持込み自家用車は原則として禁止するが､特別な事情による持込み自家用車の駐車スペ

ースの確保

① 活動に必要な物資を検討 して ｢必要 (不足)物資把握表｣を作成 し､写 1部を総務班に

提出

② 貯蔵式簡易 トイレの設置と蓄積ゴミの処分対応を行政と調整 して適宜搬出

③ 避難所周辺の環境維持のため､必要に応 じて消毒作業の実施を行政に要滑

④ 風邪や集団食中毒の防止対策の実施

⑤ 飲料水の安全確保

⑥ 避難者が保有食物等の腐敗による伝染病発症防止対策の実施
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(別紙-5)

救 護 班 の 役 割

(D 救助 ･救護技術の習得

② 避難所周辺の医療機関等や社会福祉施設の掌握

③ 避難所周辺に居住する医師 ･看護師資格者の調査 ･把握

④ ｢傷病者 リス ト表 (様式-5)｣の作成

⑤ 救護所の設置場所の確認

非

常

時

(》 救護所の設営

② 活動に必要な物資を検討 して ｢必要 (不足)物資把握表｣を作成 し､写 1部を総務班に

提出

③ 毛布 ･医薬品など必要な物資の調達

④ 避難者全良の健跳チェックを実施

⑤ ｢傷病者 リス ト (様式-5)｣によりその症状に応 じた適切な措置

⑥ 医師等の有資格者の指導により軽易な傷病者の容態観察 ･応急手当ての実施

⑦ 風邪の感染予防対鞍の実施

⑧ 高齢者 ･障害者 .･乳幼児などの環境 ･健康管理

⑨ 環境衛生班と連携 して各種伝染病の防止対策の実施

⑬ 心のケア対策の実施

⑫ 子供たちの遊び場の確保と保育支援の実施

⑫ 要援護者の福祉避難所への移送安静
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(別紙-6)

警 備 班 の 役 割

① 避難住民の被災家庭 (也)保全のため､各自主防災組織 (町内会等)と連携 して､必要

に応 じ行政に助成を要諦

② 警備費器材の調達と保管場所の検討

③ 警備に必要な要点確保の検討

④ 避難者 リーダー育成方法の検討 '

非

① 応急避難所周辺の警備区域を改定 し､避難者 ･ボランティア等の協力を得て過偏のない

よう対策を実施

② 活動に必要な物資を検討 して ｢必要 (不足)物資把握表｣を作成 し､写 1部を総務班に

提出

③ 避難者と運営委員会が許可 した車両を所定の場所に新邸

④ 必要に応 じて区域内のパ トロールを実施

⑤ 避難者間の トラブル防止の指導

⑥ 避難者のグループ毎にリーダーを定め､自主運営を持寄

(診 避難者の持込み荷物の適量の措辞と割当場所の適正化

⑧ 総務班と連携 して､火災予防対策を実施
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(別紙-7)

市職員 (避難所班) ･施設管理者 ･災害ボランティア

非

時

r市 職 員』

(9 応急避難所運営委員会及び避難者と市災害対策本部等との連絡調整

② 応急避難所開設への施設内の点検実施

③ 市災害対策本部等との連絡手段の確保
l

④ ｢避難者カー ド｣により安否情報システムに入カ ー

r施設管rJ!者Jl

(》 施設の被専状況を確認 し､市災害対策本部に報告

(診 応急避難所の開設への協力

(診 学校内の残留児童の安全確保と保護及び保護者との連絡 ･引渡 し

④ 施設開放可能場所の検討

(9 学校授業再開に向けての検討

⑥ 応急避難所運営委員及び市職員に対するパソコン等の貸付

F防災ボランティア』

防災ボランティアは､市及び運営委員会からの下記の依頼事項等についてのボランティア

活動を行う｡

(》 救援物資の受領 ･配給活動

② 炊出しの支援活動

③ 要援護者等への支援 ･福祉活動

(参 心的外傷後ス トレス (PTSD)へのケア活動

(9 子供へのレクリェーションの支援活動

⑧ その他､避難者と相互に協力体制をとり各種有効的な活動

-121



､ 応急避難所での共同生活ルール

ここは､避難された皆さんの共同生活の場であります｡

栗田小学校区.
応急避難所運営委員会

1.応急避難所遊営委旦会

この鮮魚避難BTr,は､遊営委且会が中心となって避難者ゐサポー トを行います｡

遡常委風会の役制分担等は､組織表のとおりであります0

2.避難されてきた人へのお知らせ

*体育館 ･教室等屋内は､すべて土足厳禁です｡

*避難qrに入所される方は､ ｢避難者カード｣の提出をお願いし東す｡･

*避難生活域抑 ま､決められた場所でお願いしますO

*危険物や有帝なものの室内へあ持込みは蕪止し･ます｡

*ペットは室内に入れるこ.tを禁止.しますので､一指定場所で自己管理射 痛 いし銅 ~O

軒自家用瀬両･の牧内乗入れは､原則として禁止します｡但し､迎常委息会が許可した海両は

この.限りでありません｡

*兜重品等の.骨塊は､自己兼任でお願いしますO

*喫煙は､所定の鳩JSr以外は禁止 します｡

*その他､不明な点がありましたら運営委員にご相談下さいi

3.1撒明関係

*点灯は､其期は18時､冬Juは16時からとし､消灯は22時とします｡

なお､廊下や トイレ周辺●については､別に定めます｡

*職旦量など管理上必要な部屋は､盗難などの防止のため点灯したままとします｡
4.放送関係

*放送モま､緊急な場合を除き9時から21時とします0

5.電話関係

*電話の取り次ぎは､9時から21時としますO

*遊営安息会の喝街は､着信専用とし､発信はご遠慮願います｡

*仲秋公氷喝甑の収仙 ま､･｢使用輩領｣.によ.V)ます.
6.食料 ･物療の配給

*配給品はへ指定場所で世酵 ･グループ単位で配給 します｡

*幡別の轡情がある鳩創 ま､避雷香魚金串 日談して下さい｡

*ミルク･おむつなど幡別な物宜については､本部室で配給します｡

*物準で要望がある場合は､運営委展会に相談 し七下さいb

7.清掃関係

*トイレの滑由は､厄日10時と16時に当番表により一避難者が交替でお願いします｡
/

8.炊出し関係 ■

車炊出しなど火気の使用場所の使用時間は､√7時か●ら9時と17時から19時とします｡

*室内での火気の使用は､厳禁･とします｡

9.その他

*避郊者は､当務など自主的に応急避難所の避雷に参加 ･協力をお展削､し.ます｡

*避難者の状況により応急避難所の拡大 ･絡小及び閉鎖特遊戯者は協力をお願いします｡

以上

- 1 3 -



(様式-1) 避 葵任 所 安 全 ,I..確 ′蕎監 表

20 年 ●月 日 ( ) 時現在

真樹)]小学校区応急避難所

総務班 : 確認者

判定 : ○-可 ×-不可

区 分 確 認 ..点 検 項 員 判 定

過難所施設 体 育 酪l 1.窓ガラスの破損 .飛散はないかo

■2 天井の落下∴床面の陥没はないかo

4 .設倣.備品の状況はどうか

教 室 1 窓ガラスの破姐 .飛散はないか○

'2.天井の落下 .●床面の陥没はないか○

3 出入り口の扉に異常はないかo

4 使用できる教室の数はいくつかo ( 教室)

5 ロッカーの転倒 .備品の落下はないか

廊 下 1 防火扉は閉鎖していない申､○2~廊下は使用できるか○

3 非常口.非常階段は使用できるか○

校 庭 1 地割れはないか○2 陥没はないかo

3 隆起はないかo

4 液状化はないか .

プ ー ル 1 プールに漏水等の異常はないか○2 プール周辺に異常はないかO

3 箪排水管に異常はないかo

備考
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No.

避 難 者 カ - ド (同居家族別)

(様式-2) 自治･町内会

避難場所 粟 田 小 学 校 I 公開の覗 l可 .否 l

避 難 住 所 (フリガナ)避難者氏名 働 ll年齢 血液輿 続柄 身体の状況月/日 時

/

/

/

/

/

/

安否不明な同居家族の有無 有 .無 氏 名

*個人情報のため取扱注意
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(様式-3)
避 難 者 名 簿

20 年 月 日 ( ) 時現在

柴田小学校区応急避難所

避難者カードNo. 住 所 (フリガナ )氏 名 性別 年齢 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

ー16-



(様式-4-1) 避 難 所 一博 宰良 一広 宰技板

20 年 月 日 ( ) 時現在

要田小学校区応急避難所

区 分 ハイランド2丁目自治会 ハイランド3丁目自治会 栗田町内会 帰宅困難者

逮難者情戟 世 帯 数 計

男 女 別 男 性女 性

計

年 齢 別 2歳未満

3-9歳

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

け が 人 男 性女 性

計

備考
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(様式-4-2)

被 害 一 安 否 一広 幸艮板

20 年 月 日 ( ) 時現在

東田小学校区応急避難所

区 分 ハイランド2丁目自治会 ハイランド3丁目自治会 菜田町内会 帰宅幽難者

災寄情報 ..火 災ー軒 数

家 屋 倒 壊 軒 数

家 屋 税 壊 軒 数

安香情報
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:;卜~､-･I-.L.:､fl-･

(様式-5) 傷 病 者 リ ス ト

20 年 月 日 ( ) 時現在

栗田小学校区応急避難所

救護班 :作成者

氏名 .住所 り 節 病 戻 処 置 備 考

氏名 ∫ ～ l

l住所

.電話

氏名住所

電話

.氏名住所電話 J1

氏名住所電話

氏名甲漸層話

- 1!91



(様式-6) 必 要 (不 足 ) 物 資 才巴撞 表

20 年 月 日 ( ) 時現在

薬田小学校区応急避男的軒

班 :作成者

品 目 数 量 備 考

1 {

.2

.3

4

5

-6

7

8

9

10 I

ll rl

12

13

14

I5

-20-
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栗田小学校区応急避難所の施設概要

1.施敵の概要

施設の名称 栗田小学校応急避難所

､Te1 848-6465 Fax 848-6845

所 在 地 横須賀市ハイランド2-41-1

全敷地面積 20,112.9

校舎等面積･ 7,･640.91

697.93d

786.･00d

629.00nf

育館 61710.54m2

.室 6,976.37d

非 開 放 室 校長室 ･職員室 ･事務室 ･保健室 ･給食室 ･教材倉庫

理科室･.PC董

2.避難所開放室と収容力

(1) 第1次開放 別図⊥1による

(2) 第2次開放 別図-2による

I(･3) 最終開放 別図-3･たよる

3.使用要件

(1)利用上の留意事項と-して､施設管理者 (校長)の意向に従う｡

(2)開設時の避難者への居住場所の指定は､運営委員会が公平かつ秩序維持を原則として

指定する｡

(3)指定居住場所の面積は､1人3.076を目安とし､通路 ･大きな荷物置場､その他共

用場所を指定する｡

(4)重度の要援護者 ･負傷者 ･病人等は､市の指定施設に移送する｡

(5)避難所開設期間は､概ね開設後10日とし､離所者の状況により避軌軒としての開放

区域は縮小し､学校の教育活動再開に努めろ｡
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